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楽
楽
心
で
は
、
提
供
し
て
い
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
自
ら
振
り
返
り

点
検
す
る
自
己
評
価
と
第
三
者
が
訪
問

し
て
現
場
を
見
る
と
共
に
対
話
の
中
か

ら
確
認
し
て
い
く
外
部
評
価
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
評
価
結
果
が
出
来
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
、
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
楽
楽
心
の
窓
口
で

掲
示
・
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
地
域
交
流
課
管
理
係

☎
２
‐
２
７
２
２

　

11
月
は
「
固
定
資
産
税
の
第
４
期
」

と
「
国
民
健
康
保
険
税
の
第
５
期
」
の

納
期
で
す
。
納
期
内
納
付
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

「
役
場
庁
舎
昇
降
機
更
新
工
事
」
の

実
施
に
伴
い
、
一
時
的
に
庁
舎
設
置
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
使
用
出
来
な
く
な
り

ま
す
。
使
用
不
可
能
と
な
る
期
間
は
、

11
月
１
日
～
12
月
４
日
頃
ま
で
の
約

１
ヶ
月
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

間
、
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
総
務
課
財
政
管
財
係

☎
２
‐
３
１
３
１

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が

一
定
基
準
額
以
下
の
、
年
金
受
給
者
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、

日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が
実

施
し
ま
す
。

Information 情報広場

◆
対
象
と
な
る
方

▼
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合

計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

▼
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方

以
下
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円
以

下
で
あ
る

◆
請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を

お
受
け
取
り
い
た
だ
け
る
方

　

お
受
け
取
り
の
対
象
に
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
10
月
中
旬
頃

か
ら
、
請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す
。
同
封
の
は
が
き
（
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
に
記
入

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
令
和
３
年
２

月
１
日
ま
で
に
請
求
手
続
き
が
完
了
し

ま
す
と
、
令
和
２
年
８
月
分
か
ら
さ
か

の
ぼ
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

②
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
方

　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金

事
務
所
ま
た
は
市
区
町
村
で
請
求
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か

ら
、
電
話
で
お
客
様
の
家
族
構
成
や
金

融
機
関
の
口
座
番
号
・
暗
証
番
号
を
お

聞
き
し
た
り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を

求
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
ご
請
求

で
お
困
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
お
電

話
く
だ
さ
い
。

■
日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
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「
楽
楽
心
」
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
評
価
に
つ
い
て

役
場
庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

使
用
停
止
に
つ
い
て

年
金
生
活
者
支
援

 
 
 

給
付
金
制
度
に
つ
い
て

税
務
係
か
ら

　
　
　

納
期
の
お
知
ら
せ

令和元年度決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率について
～情報開示の徹底と財政の早期健全化～

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、「
健
全
化
判
断
比
率
」

な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
分
か
り
や
す
い
財
政
情
報

の
開
示
と
自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政

健
全
化
を
目
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
４
つ

の
財
政
指
標
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
健
全
化
判

断
比
率
」
と
公
営
企
業
の
経
営
状
態
を
示
す

「
資
金
不
足
比
率
」
が
公
表
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
の
比
率
が

基
準
を
超
え
る
と
、
段
階
的
に
「
早
期
健
全

化
団
体
」「
財
政
再
生
団
体
」
と
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
議
会
の
議
決
を
経
て
「
財
政
健
全
化
計

画
」「
財
政
再
生
計
画
」
を
定
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

◆猿払村の状況

比率の名称
猿払村の状況 早期健全化

基準
財政再生
基準令和元年度 平成30年度

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 該当なし 該当なし 15% 以上 20% 以上

連結実質赤字比率 該当なし 該当なし 20% 以上 30% 以上

実質公債費比率 10.4% 9.7% 25% 以上 35% 以上

将来負担比率 2.1% 該当なし 350% 以上 ―

資
金
不
足
比
率

国保病院事業会計 該当なし 該当なし

20% 以上 ―簡易水道事業会計 該当なし 該当なし

下水道事業会計 該当なし 該当なし

◆各比率の説明

比率の名称 内　　　容

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 一般会計の実質的な赤字を示す比率です。

連結実質赤字比率 全ての会計の実質的な赤字を示す比率です。

実質公債費比率
公債費（借金の償還費用）とこれに準じた経費
の比重を示す比率です。

将来負担比率
村の持つ借金残高など、一般会計が将来負担すべ
き実質的な負債を捉えた比率です。

資金不足比率 公営企業ごとの資金不足額の比率です。

 総務課財政管財係　☎２－３１３１

全ての比率で「早期健全化基準」未満となり、「健全段階」となっています。

あ
な
た
の
笑
顔
を
表
紙
に
！

　

広
報
さ
る
ふ
つ
で
は
、
笑
顔
の
写
真
の
募
集

を
行
い
、
令
和
３
年
１
月
号
の
表
紙
に
掲
載
す

る
企
画
を
実
施
し
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
写

真
は
全
て
掲
載
し
ま
す
。
家
族
や
身
近
な
方
の

素
敵
な
笑
顔
を
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
条
件　

村
民
で
あ
る
こ
と

▼
募
集
期
限　

令
和
２
年
11
月
30
日
ま
で

▼
写
真
形
式　

制
限
な
し

▼
応
募
方
法　

①
②
の
い
ず
れ
か

①
デ
ー
タ
を
役
場
ま
で
持
参

②
「
猿
払
村
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
ま

た
は
「
広
報
さ
る
ふ
つ
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
」
ア
カ
ウ
ン
ト
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
「
投
稿
者
氏
名
」「
住
所
」「
電
話

番
号
」「
被
写
体
氏
名
」「
写
真
」
を

送
信
す
る

▼
作
品
例

▼
注
意
事
項

①
被
写
体
の
方
の
了
承
を
得
る

②
写
真
は
縦
位
置
で
撮
影

③
１
枚
に
つ
き
、
被
写
体
は
１
人

④
作
品
例
の
よ
う
に
大
き
く
撮
影

⑤
何
点
で
も
応
募
可
能
で
あ
る
が
、
掲
載
は
被

写
体
１
人
に
つ
き
１
点

⑥
画
像
加
工
の
禁
止

■
お
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
企
画
係　

☎
２
‐
３
１
３
２
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■
総
務
課
情
報
防
災
係　

☎
２
‐
３
１
３
１

▼
空
き
家
を
借
り
た
い
人
・
買
い
た
い

人
（
利
用
希
望
者
）
は
…

・
「
猿
払
村
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
登
録

さ
れ
た
物
件
に
つ
い
て
、
空
き
家
を
借

り
た
い
人
・
買
い
た
い
人
は
、
空
き
家

バ
ン
ク
利
用
申
込
書
に
記
入
の
上
、
村

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
登
録
物
件
に
つ
い
て
は
猿
払
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
及
び
猿
払
村
役
場
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

▼
ご
紹
介
・
交
渉
・
契
約

・
空
き
家
登
録
者
に
、
利
用
希
望
が

あ
っ
た
こ
と
を
猿
払
村
が
連
絡
し
ま

す
。

・
空
き
家
登
録
者
が
利
用
希
望
者
に
直

接
連
絡
を
取
り
、
当
事
者
間
で
交
渉
し

ま
す
。
交
渉
が
ま
と
ま
れ
ば
契
約
と
な

り
ま
す
。

▼
注
意
事
項

・
村
は
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
行
い
ま

す
が
、
あ
っ
せ
ん
、
仲
介
、
交
渉
や
契

約
に
は
一
切
関
与
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
登
録
及
び
利
用
申
込
書
は
猿
払
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
か
、
猿
払
村
役
場
で
お
申
し
付
け
く

だ
さ
い
。

　

南
宗
谷
衛
生
施
設
組
合
の
廃
棄
物
処

理
施
設
で
は
、
構
成
町
村
（
猿
払
村
、

浜
頓
別
町
、
中
頓
別
町
、
枝
幸
町
）
の

住
民
の
方
々
が
持
ち
込
む
ご
み
の
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
左
記
の
点

に
つ
い
て
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
可
能
な
限
り
収
集
ご
み

と
し
て
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
持
ち
込
み
で
き
る
ご
み
に
つ
い
て

は
、
各
町
村
に
て
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
持
ち
込
む
前
の
問
い
合
わ
せ
等

は
、
各
町
村
の
廃
棄
物
担
当
課
へ
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

３
．
ご
み
を
持
ち
込
む
前
に
あ
ら
か
じ

め
分
別
を
行
い
持
ち
込
む
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

４
．
各
町
村
で
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
と
し

て
回
収
し
て
い
る
ご
み
を
持
ち
込
む
事

例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
各
町
村
の
分

別
方
法
に
従
い
、
持
ち
込
ま
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

■
住
民
課
生
活
環
境
係

☎
２
‐
３
１
３
３

 

猿
払
村
で
は
、
村
内
に
存
在
す
る
空

き
家
の
有
効
活
用
を
通
し
て
、
定
住
促

進
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
「
猿
払
村
空
き
家
バ
ン

ク
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

 

住
宅
を
お
持
ち
の
方
で
、
売
却
・
賃

貸
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
「
猿
払
村
空

き
家
バ
ン
ク
」
へ
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ

さ
い
。

  ▼
空
き
家
を
貸
し
た
い
人
・
売
り
た
い

人
（
空
き
家
登
録
者
）
は
…

・
空
き
家
を
貸
し
た
い
人
・
売
り
た
い

人
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
申
込
書
に

記
入
の
上
、
物
件
の
間
取
り
図
を
添
付

し
、
村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
登
録
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
物
件

に
つ
い
て
は
、
村
職
員
が
調
査
に
お
伺

い
し
、
敷
地
や
家
屋
の
間
取
り
等
の
確

認
を
行
い
ま
す
。
登
録
に
支
障
が
な
い

物
件
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
に
掲
載

し
、
情
報
発
信
し
ま
す
。

※
公
開
す
る
情
報
は
、
登
録
番
号
、
売

却
・
賃
貸
の
別
、
住
所
地
、
間
取
り
、

外
観
写
真
な
ど

情報広場

法廷遊戯

五十嵐 律人  著

法曹の道を目指してロース

クールに通う、 久我清義と織

本美鈴。 二人の “過去” を

告発する差出人不明の手紙

をきっかけに、 彼らの周辺で

不可解な事件が続く。 清義が

相談を持ち掛けたのは、 異端

の天才ロースクール生 ・ 結城

馨。 真相を追う三人だったが、

それぞれの道は思わぬ方向に

分岐して――？

半沢直樹　アルルカンと道化師

池井戸 潤  著

東京中央銀行大阪西支店の融

資課長 ・ 半沢直樹のもとにとあ

る案件が持ち込まれる。 大手ＩＴ

企業ジャッカルが、 業績低迷中

の美術系出版社 ・ 仙波工藝社

を買収したいというのだ。 大阪

営業本部による強引な買収工作

に抵抗する半沢だったが、 やが

て背後にひそむ秘密の存在に気

づく。 有名な絵に隠された 「謎」

を解いたとき、 半沢がたどりつ

いた驚愕の真実とは――。

初夏の訪問者

吉永 南央  著

紅雲町にやってきた、 親切と

評判の五十過ぎくらいの男。

ある日彼は小蔵屋を訪ね、 草

に告げた。 「私は、 良一なん

です」 草が婚家に残し、 三

歳で水の事故で亡くなった息

子 ・ 良一。 男はなんの目的で

良一を騙るのか、 それとも―。

氷室のなぞと秘密基地

中谷 詩子  作

春馬と哲平の夏の楽しみは、

花さん特製のかき氷だ。 花さ

んから天然氷と氷室の話を聞

き、 氷室跡の探検に行く。 そ

こで見た不思議な光景に心を

奪われた二人は、 秘密の基地

を作るが…。 歴史を背景に描

く少年たちの冒険と発見の物

語。

神様のパッチワーク

山本 悦子  作

おれには、 お母さんがふたり

いる。 ひとりはいまのお母ちゃ

ん。 もうひとりは、 生んでくれ

たお母さん。 家族のかたちっ

てどんなもの？ 「特別養子縁

組」 をテーマに、 家族のさま

ざまなかたちをあたたかく描く

物語。

天使から聞いた命のお話

やまもと
よしあき  著

テッペーは昆虫が大好きな小学

生だが、 昆虫をおもちゃのよう

に扱い、 いたずらばかりしてい

るのでクラスのみんなから嫌わ

れている。 テッペーはある日、

沼地の穴に落ちたところをナオ

ミとショーに助けられたことか

ら、 友達の大切さを知る。 仲良

くなった３人が公園で話をしてい

たとき、 急に眠気におそわれ、

３人は同じ夢を見るが…。

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター

☎２－３６９５

上段 ： 一般図書

下段 ： 児童図書

▷教育委員会

☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

　

日
本
の
四
季
で
は
秋
に
含
め
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
11
月
で
す
が
、
宗
谷
地
方

で
は
す
で
に
冬
と
い
っ
て
も
良
い
で

し
ょ
う
。

　

西
高
東
低
の
冬
型
の
気
圧
配
置
の
日

が
多
く
な
り
日
本
海
側
を
中
心
に
断
続

的
に
雨
や
雪
の
降
る
「
し
ぐ
れ
」
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

稚
内
の
平
年
値
で
み
る
と
、
10
月
末

か
ら
11
月
末
に
か
け
て
、
気
温
の
低
下

は
一
年
の
中
で
も
大
き
く
日
最
低
気
温

は
氷
点
下
に
ま
で
下
が
り
、
日
照
時

間
は
半
分
以
下
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
加
え
て
、
11
月
上
旬
に
は
初
霜
や

初
氷
が
観
測
さ
れ
、
10
月
末
か
ら
降
り

だ
し
た
雪
は
11
月
末
に
は
根
雪
と
な
り

ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
は
、
体
調
を

崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
季
節
が
変
わ
る
と
、
防
災
を

呼
び
掛
け
る
た
め
に
発
表
す
る
警
報
・

注
意
報
も
種
類
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

冬
に
な
る
と
、
大
雪
、
風
雪
、
な
だ
れ
、

着
雪
、
着
氷
の
注
意
報
や
大
雪
、
暴
風

雪
の
警
報
発
表
が
多
く
な
り
ま
す
。
警

報
や
注
意
報
の
意
味
や
内
容
を
確
認
し

て
災
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

警
報
や
注
意
報
は
、
災
害
が
起
き
る

よ
う
な
状
況
に
な
る
数
時
間
前
に
発
表

し
ま
す
。
発
表
さ
れ
た
時
に
は
さ
ほ
ど

悪
い
状
況
で
は
な
く
て
も
、
油
断
せ
ず

猶
予
時
間
（
リ
ー
ド
タ
イ
ム
）
に
必
要

な
対
応
や
判
断
を
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
警
戒
や
注
意
が
必
要
な
時
間

帯
や
内
容
は
気
象
台
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

最
新
の
気
象
情
報
を
十
分
確
認
し
て

か
ら
行
動
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
稚
内
地
方
気
象
台

☎
０
１
６
２
‐
２
３
‐
２
６
７
９

冬
の
始
ま
り
と

　

警
報
・
注
意
報
に
つ
い
て

ご
み
の
持
ち
込
み
（
直
接
搬

入
）
に
つ
い
て
の
お
願
い

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
案
内

空き家バンク登録台帳
空き家バンク

イメージ図

猿払村が空き家登録者へ

利用希望者を紹介します

空き家を貸したい人 ・

売りたい人

（空き家登録者）

空き家を借りたい人 ・

買いたい人

（利用希望者）

特別警報

暴風、暴風雪、大雨（土
砂災害、 浸水害）、 大
雪、 高潮、 波浪

重 大 な 災 害 の
起こるおそれが
著しく大きい場
合に発表

警 報

暴風、暴風雪、大雨（土
砂災害、 浸水害）、 大
雪、 高 潮、 波 浪、 洪
水

重 大 な 災 害 の
起こるおそれが
あ る 場 合 に 発
表

注 意 報

強 風、 風 雪、 大 雨、
大 雪、 高 潮、 波 浪、
洪 水、 雷、 濃 霧、 乾
燥、なだれ、霜、低温、
着雪、 着氷、 融雪

災 害 の 起 こ る
お そ れ が あ る
場合に発表




